
第18回西アジア発掘調査報告会報告集
Proceedings of the 18th Annual Meeting of Excavations in West Asia 

＜西アジア歴史時代の調査＞



68 第 18回西アジア発掘調査報告会

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
流
域
の
古
代
墓
を
探
る
　
―
シ
リ
ア
、ビ
シ
ュ
リ
山
系
ガ
ー
ネ
ム
・
ア
ル
・
ア
リ
遺
跡
近
郊
墓
域
の
第
５
次
調
査
（
２
０
１
０
年
）
―

１．はじめに

　テル・ガーネム・アル＝アリ遺跡は、シ
リア中央部のユーフラテス川中流域に位置
し、後背にビシュリ山をひかえる。この地
域の年間降水量は200㎜に満たない乾燥地
で安定した天水農耕は営めない。また、シュ
メール第Ⅲ王朝やバビロニアなど古代王朝
の交替劇に深く関わったとされるアモリ系
遊牧集団の故地ともいわれる。このため、
ユーフラテス川中流域の紀元前３千年紀の
考古学研究は、この地理的、環境的、ある
いは社会的辺境集団がどのような生活様式
を営み、社会を構成していたか探ることに
ある。
　この課題の解明のために実施された「セ
ム系部族社会」プロジェクト（大沼を代表
とした2005-2009年度文科省科研費・特定
領域研究）の一環として2008年に始まった
ガーネム・アル＝アリ遺跡直近の前期青銅
器時代墓地の調査は、新たな展開を迎えつ

つある。これまでの調査では、主として盗
掘や破壊を受けた墓の分布調査、クリーニ
ング、限定的な試掘調査などに基づき、個々
の墓群の形成過程や特質について被葬者の
出自関係を軸に仮説的に議論してきた。一
方で、その仮説を検証するための具体的な
考古学的証拠に欠けている、というのが実
情であった。しかし、昨年秋の残存状況の
良好なワディ・ダバ墓域の発見により、よ
うやくこの課題を解決するスタートライン
に立つことができた。そこで、2010年の調
査ではこの墓域の発掘調査を実施し、未盗
掘墓を含めた良質な考古学、古人類学、そ
の他の基礎的データを可能な限り収集する
ことを目標として調査を実施した。調査日
程は10月12日から11月18日までの約１ヶ月
強、真夏には劣るといえ乾燥地特有の強い
日差しの中での調査であった。

２．ワディ・ダバ墓域での発掘調査

　ワディ・ダバ墓域は、現在のガーネム・
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アル＝アリ村内に位置する。ビシュリ台地
から村内に注ぎ込むワディ・ダバ（ハイ
エナのワディ）河口斜面とユーフラテス
段丘斜面に拡がる地下式横穴墓群の範囲
をWD1区と略称している。その中で残存
状況の良好な墓が昨年発見されたＣ地点
（WD1C）の調査を本年も継続した。
　昨年の調査では、４×10ｍの主トレンチ
と１×５ｍの確認用トレンチを設定し、発
掘した１基を含め、計５基の地下式横穴墓
入り口の縦坑ないし盗掘坑と見られるピッ
トが確認されていた。本年はまずこれら４

つのピットを発掘し、墓の有無を確認する
作業から始めた。同時に、これらのピット
の拡がりを確認するために、確認用トレン

チを3.5×10ｍに拡大して表面調査を実施
した。このため、現在トレンチは75㎡の範
囲まで拡大されている（図１）。
　調査の結果、昨年確認されていた４基の
ピットの内、３基が地下式横穴墓であるこ
とが判明した。また、新たに拡張された発
掘区で見つかった１基の地下式横穴墓も発
掘した。さらに、これまでの調査で見逃さ
れていた小型墓も発見されたため、今シー
ズンは計６基の地下式横穴墓を調査した。
以下、その概略について述べる（図２）。
　WD1C-2号墓（図３）は縦坑部と墓室南
側を大型の盗掘坑によって破壊されていた
が、約幅2.8×深さ1.5ｍの楕円形の墓室を
持つことが残存部から判明した。原位置の

図１　ワディ・ダバ墓域第１地区Ｃ地点（WD1C）と発掘区の位置
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出土遺物は認められなかったが、盗掘坑内
の覆土からは年代の指標となるユーフラテ
ス黒色帯文土器を含む完形、半完形の土
器、青銅製のピン、人骨集中部等が確認さ
れている。この墓の縦坑部床面には幅0.2
ｍ程の溝が切られており、その溝は縦坑側
壁の開口部（径0.3ｍ程）を通じて隣接す
るWD1C-2-3号墓の墓室内につながる。何
らかの排水に関わる施設と想定されるが、
詳細は今後検討したい。
　WD1C-2-3号墓は当初WD1C-2号墓の一
部を構成するニッチ状遺構として発掘を実
施した。しかし、発掘を進めたところ幼児
骨が横臥屈葬で埋葬された小型の未盗掘
の地下式横穴墓であることが判明した。
墓室は幅0.6ｍ程であり、墓室の入り口は
石膏の平石で閉じられている。縦坑部は調
査期間の関係で今回は発掘できなかった
が、幅0.6ｍ程の縦坑の入り口部が確認さ
れている。WD1C-2号墓から続く溝はこの
墓の床面を横切っており、さらに後述す
るWD1C-3号墓の上部墓室につながってい
る。副葬品は完形土器、貝製の装飾品など
を含む。特に、胴部に連続的な溝を持つ薄
手のゴブレット型土器は、紀元前３千年紀

中頃に特徴的な土器である。
　WD1C-3号墓（図４）は、深さ約３ｍの
縦坑と上部と下部に２つの墓室を有する。
縦坑下部に位置する墓室は、幅約２ｍを測
る隅丸方形で高さは１ｍ程ある。墓室内は
ほぼ完全に盗掘を受けており、墓室の隅に
半完形の土器が５点ほど確認された。それ
らはユーフラテス黒色帯文土器を含む。ま
た、土器の内の１つには断片になった人骨
が入っていた。これらの人骨を集めて土器
の中に入れたのが盗掘者か、あるいは埋葬
時の営為かについては判断が難しい。その
他、ビーズや青銅製のピンの破片もわずか
に見つかった。一方、縦坑上部に位置する
墓室は、幅１ｍ程の楕円形を呈し、縦坑の
壁にニッチ状に入り込む。子供の遺体と思
われる人骨が未盗掘の状態で残っていた
（図５）。埋葬姿勢は横臥屈葬である。副
葬土器は注口土器や短頸壺、ミニチュア土
器など前期青銅器時代の副葬土器レパート
リーを含む。また、数百点を数える貝製
ビーズやファイアンス製のペンダント（図
６）、貝製のリングなど装飾品も豊富であっ
たことから、埋葬遺体は女児であったと予
想される。なお、WD1C-2-3号墓から続く

図２　発掘区全景（南西より）
WD1C-2～5号墓の発掘を実施した。隣接墓と連

結する小型の地下式横穴墓WD1C-2-3及びWD1C-

5-6号墓の縦坑部は、調査期間の関係上発掘を

実施していない。

図３　WD1C-2号墓（北東より）
縦坑部の床には溝が切られている。縦坑の

北西壁（写真右）には、WD1C-2-3号墓の開

口部があり溝とつながっている。
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溝はこの墓室の床面を横切って走り、後述
のWD1C-4号墓の縦坑部分で終息する。こ
の溝は少なくとも４つの墓をつないでいる
ことになるが、詳細については先にも触れ

たようによくわかっていない。現時点で確
実なことは、この排水設備が幼児や子供の
埋葬と深く関わっていることだけである。
　WD1C-4号墓は、長さ2.4×幅1.3×深さ
2.2ｍの長方形の縦坑を有する（図７）。少
なくとも３つの盗掘坑による撹乱が認めら
れた。この地下式横穴墓には計３つの墓室
がある。まず、縦坑の南西側及び北西側に
墓室の入り口がそれぞれ一つずつ見つかっ
ている。調査期間の都合上、これら２つの
墓室の調査は来年に繰り越したが、いずれ
も他の墓室と同様に楕円形ないし矩形の墓
室を呈しているものと思われる。いずれの
墓室も閉塞用の石膏平石が墓室入り口に

図４　WD1C-3号墓（北東より）
下部の主室と上部のニッチ状墓室の2つの墓

室が確認された。

図５　WD1C-3号墓上部の未盗掘ニッチ状
墓室（北東より）
子供の遺体が横臥屈葬で埋葬されていた。

図６　WD1C-3号墓上部のニッチ状墓室か
ら出土したファイアンス製ペンダント
その他、貝製ビーズが数百点出土したことから、

埋葬されていたのは女児だったかも知れない。

図７　WD1C-4号墓（北東より）
縦坑の南西（写真上）と北西（写真右）側

に石膏平石で閉塞された墓室が見える（今

回は未掘）。南西壁（写真上）にはもう一

つニッチ状の墓室が見つかった。
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残っていたものの、残念ながら盗掘被害が
著しかった。縦坑の南西側にはもう一つ墓
室が見つかった。WD1C-3号墓の上部墓室
と同じく、縦坑の入り口から約0.8ｍ下がっ
た部分にニッチ状に入り込む。約１ｍの矩
形を呈し、高さは0.7ｍ程の小型の墓室で
ある。前期青銅器時代の副葬土器レパート
リーで構成される７点の完形土器や土製の
車輪模型など副葬品は豊富であった。しか
し、いずれの副葬品も原位置を留めていな
い。多くの出土品が完形で残されているに
もかかわらず、散乱して出土するこの状況
は、二通りの解釈が可能である。一つは古
代の盗掘により荒らされた可能性であり、
もう一つは再葬墓であった可能性である。
確たる証拠を得たわけではないが、解剖学

的位置を留めず不自然に埋葬されて出土し
た人骨は、後者の可能性を示唆する（図８）。
　WD1C-5号墓（図９）は、縦坑上部がや
はり盗掘坑により破壊されていたが、長さ
1.8×幅1.3×深さ1.3ｍの縦坑と長さ1.9×幅
1.1×高さ0.9ｍの楕円形の墓室で構成され
る。墓室内はほぼ完全に盗掘を受けてお
り、２～３点の完形土器とピンやリングな
ど青銅製品の破片が回収されたにすぎな
かった。しかし、WD1C-2号墓同様、縦坑
床面に幅0.15ｍ程の溝が切られている。こ
の溝は縦坑の北西側壁に開けられた径0.1
ｍ程の開口部から排出される水が受けられ
るように設置されている。この排水口は後
述するWD1C-5-6号墓に付属するものであ
り、その上部には約0.6×0.4ｍ程の開口部
がさらに穿たれWD1C-5号墓とWD1C-5-6
号墓を連結している。
　そのWD1C-5-6号墓は、長さ1.6×幅0.9
×高さ0.9ｍ程の楕円形の小型墓である。
WD1C-2-3号墓と同じく、WD1C-5号墓の
側壁に掘り込まれたニッチ状遺構として当
初発掘したため、縦坑部分はまだ確認され
ていない。しかし、墓室天井部には開口部
が二つあり、縦坑部及び盗掘坑であった可
能性がある。来年度発掘して確認したい。

図８　WD1C-4号墓のニッチ状墓室出土の
頭骨
上顎と下顎の位置が90度ずれている

図９　WD1C-5号墓（北東より）
縦坑の床面には溝が切られている。縦坑の

北西（写真右）壁には、WD1C-5-6号墓の開

口部と排水口が見える。

図10　登録した完形副葬土器34点
ユーフラテス黒色帯文土器を含む紀元前

３千年紀後半の副葬土器レパートリーで構

成される（写真右下のスケールは30cm）。
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全ての出土品が原位置を保っていたわけで
はなく、かつ、破損品も認められたため、
盗掘を受けた可能性は高い。にもかかわら
ず、ユーフラテス黒色帯文土器を含む８点
の完形、半完形の副葬土器を出土した。ま
た、埋葬遺体は墓室内には認められなかっ
たものの、鉢型土器の中から子供と思われ
る小型の頭骸骨片が見つかった。盗掘時の
所産か再葬によるものかは判然としない。

４．おわりに

　ガーネム・アル＝アリ遺跡直近の前期青
銅器時代の墳墓群を対象とした本研究は、
３年目にしてようやく該期の未盗掘墓を発
見することができた。今回見つかった２基
の未盗掘墓（WD1C-2-3号墓及びWD1C-3
号上部墓）は、いずれも幼児ないし子供を埋
葬した小型あるいは付属的な墓であり、こ
のために盗掘を免れ得た墓であった。来年
度はさらに発掘区を拡張することにより、
主室を含めた完全な未盗掘墓の発見を目指
したい。これにより、主室と小型／付属墓の
被葬者の社会関係についてより踏み込んだ
議論が可能となる。なお、出土人骨の古人類
学的研究は来年度現地に専門家を招聘して
実施する予定である。
　未盗掘墓の発見は研究の幅を最大限に
広げる効果があるが、たとえ盗掘墓であっ
たとしても様々な知見を与えてくれてい
る。一つは、出土した副葬土器の検討によ
り、今回調査した墓は全て極めて限られた
時期（紀元前2450～2300年頃）に営まれた
ことである（図10）。二つ目に、地下式横穴
墓の形態、サイズ、墓室の数などが極めて
多様なことである。これは、地下式横穴墓
の掘削が家族や親族など埋葬単位で個別
に実施され、墓掘り職人などの専門家が存
在していなかったことを示唆する。三つ目

にWD1C-4号墓のニッチ状墓室の例のよう
に、当時、再葬の習慣があったかも知れな
いことである。再葬墓は同時期のユーフラ
テス川流域ですでに報告例があるが、今後
出土人骨の検討などを含め、再葬の意義と
役割について詳しく議論していく予定で
ある。四つ目に幼児や子供と大人では異な
る埋葬法が営まれていた可能性がある。す
なわち、大人は主室に優先的に埋葬される
一方、幼児や子供は小型の地下式横穴墓や
ニッチ状墓室に埋葬されていたようだ。最
後に四つ目と関連して、幼児や子供の墓は
排水施設を伴い、その排水施設によって隣
接する墓がつながっていることである。こ
のような排水施設を伴う墓の類例の情報は
未だ得ていないが、今後詳しく検討するこ
とにより、この施設の機能について追求し
ていきたい。
　以上のような知見は、被葬者間の社会関
係のみならず、埋葬に伴う葬送儀礼や当時
の死生観についても議論できる可能性を与
えている。残存状況の良好なこの地点の調
査をさらに継続することにより、これらの
課題に寄与する基礎的データを来年度も収
集する予定である。
　今回の調査は日本私立学校振興・共済
事業団、平成22年度学術研究振興資金（代
表：大沼）及び国士舘大学の助成によって
実施された。現地調査では、シリア側団長
のAhmed Sultan氏に多大なご支援を頂い
たほか、Heba Al Ali、Ruba Deeb、後藤智哉、
Abudallah  al-Hamid、 Aed Issa、 Mohammed 
Jajanの各氏に現地調査の一部にご協力頂
いた。末筆ながらお礼申し上げたい。
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この調査に関する既発表文献（昨年度掲載分に追加)
・久米正吾（2010a）「シリア、テル・ガーネ
ム・アル・アリ遺跡直近の前期青銅器時代墓地
遺跡における墓群構造」佐藤宏之（編）『若手
研究者成果論集』1-13頁　文部科学省科学研究
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